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4％
#蕊懲
払いの確
5％
'寵予刑い
蕊蕊
その他
毒8％
蕊蕊 商品発送の通知・
未着。遅延の連絡
出典;TNAC180-30-271～337
に応じてアルピーン織のスーツをお作りしましたが、不幸なことに職人がアイロンでブリーチと
ウェストコートの一部を焦がしてしまいました。そこで修繕をおこない、代わりの色の絹のブリー
チをお送りします｡」と書いて、落ち度がセイヤー側にあることを認めて修繕をおこなっている。
通常は同梱されるはずの請求書についての記述がなく、受け取りだけを送っているので、代金を請
求しなかったのかもしれない(C180-30-278)｡
セイヤーが手紙を顧客に送った際の最大の関心事は、商品発送の連絡とともに同梱された請求書
の送付にあったと思われる。出状記録298通の内、120通(40%)は商品の発送とその確認のための
もので、これには請求書の同梱と支払い請求がほぼ必ず付随しているし、さらに79通（26％）は代
金の支払いや送金の催促に関するものであった（第4図)。遠隔地の顧客の場合、さまざまな取引
が継続しておこなわれたと考えられ、まず顧客個人の勘定がセイヤーの帳簿のなかで設定され、こ
の勘定残高とともにその時点での商品の請求をおこなう形が多く見られる。バルバドスへの配送の
場合には船長に商品の受取証および代金の領収書が託されることが多く、その場で船長に代金が支
払われれば船長から領収書を受け取って支払い完了ということになる。しかし、現実には直ちに支
払いがなされたわけではない。
支払いの遅延は時に数年に及ぶ場合もある。1757年2月にバルバドスのジョン・アーサーJohn
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Artherへ送った手紙では、「リンゼー船長に託して（手紙を－引用者）差し上げてから1年が立ち
ましたが、何のお返事もいただけておりません。紳士方には物事を無視し、2～3年も放置される
ときがありますが、勘定がとても長く閉じられないままになっていることによって、取引業者が
どんな窮乏の状態に陥ることになるかご存じないからだと考えております。経験からあえて言わ
せていただくと、しかし、私どものいかに窮迫しているかをご存じいただかなければなりません。
そこで、利子込みで19ポンド4シリングllペンスの手形を決済していただければ大変幸いです｡」
(C180-30-295)と述べている。支払いに手形がもちいられているものの、その決済が数年にわたっ
ておこなわれず未払いとなっている状況が珍しくなかったことを伝えている。
それでも支払いがおこなわれない場合には、より強硬な手段が取られることになる。上記のジョ
ン・アーサーに対してセイヤーは続けて手紙を送っている。そのなかで、バルバドス在住のへンリ・
フォークHenryFowkeを法定代理人として支払い請求をおこなうことになったこと、さらにもしそ
れでも支払われない場合には法に従った手続きを取ると半ば脅している(C180-30-295)。この件に
関しては法定代理人となったフオークヘの手紙も残っており、勘定の最初の送付は1755年7月で
あり、3年以上支払いが滞っていることを示した上で、「私は、現在大変資金が不足しているので、
彼（アーサーー引用者）と直接決済するか、あるいは貴方が適切だと考える手続を進めていただけ
ればありがたいと思っています｡」と書き送っている(C180-30-295)9)。
遠隔地に在住する顧客に限らず、ロンドン近郊の顧客であっても現金払いよりも信用払いの方が
一般的であった時代に、その代金回収を確実なものにすることはこの時代の商工業者の経営にとっ
てきわめて重要な意義をもつものであった（道重[2008]p.25)。ことにバルバドスのような遠隔
地においては、代金回収はより大きな困難がともなったであろうことは想像に難くない。しかし、
こうした信用取引の関係をまったく見ず知らずの人との間に築くことはもとより難しい。その意味
で、信用取引の前提となる様々な人間関係のネットワークをこの背後に想定することが可能とな
る。こうした信頼のネットワークとでもいいうる社会的なつながりが、地理的にはかなり遠隔のバ
ルバドスやエデインバラ、あるいはオクスフオードなどに広がり、そのネットワークを繋げるハブ
としての役割をロンドンのセイヤー家が果たしていたと考えられる。
5．おわりに
18世紀イングランドにおける消費社会の展開は、ファッショナブルな女性消費、あるいはロン
ドンという首都だけに限られるものではなかった。本稿は、従来余り顧みられることのなかった男
9）少額負債の訴訟手続に関しては、Finn[2007]pp.110-1。また、商人の中には顧客との関係を維持するために、
代金全額を一度に回収しないケースも見られる。/6/d.,pp.97-8を参照。
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性の消費について、紳士服の購入という観点から検討したものである。都市化が進行していたこの
時代のイングランドの都市文化においては、上品で洗練された行為が中流社会層を中心に重要な
意味をもつようになっており、中流階層はもとよりそれよりも下の社会層においても、きちんとし
たdecent衣料や振る舞いは社会生活を営む上で欠かせない要素となりつつあった(Styles[2007])。
外見的にそれを表示することができる衣服の選択は、自らの洗練された姿を示すために、女性に限
らず男性にとっても少なからず重要なものであった。上品な衣服をきちんと着こなす必要は男性の
側にも明らかに存在したのである。
本稿で検討した仕立商セイヤー家の顧客の男性たちの行動を見ると、彼らが女性に劣らずファッ
ショナブルな衣裳を身にまとうことにきわめて熱心であったことは明らかである。彼らは素材や
色、微妙なデザインに詳細に注文を付けて好みの衣服を手に入れようとしていた。しかし、洗練さ
れた衣服を求めたとしても、そこには顧客の階層差に応じた注文姿勢の違いが垣間見える。中流階
層の顧客は衣服の修理をしながら大切に着続ける意識をもっていたのに対し、比較的富裕な階層は
奉公人の衣服は修理するものの、自らのスーツの修理にはそれほど熱心ではなかった。また、奉公
人の衣服は主人のものとは素材から異なっており、その点では主従関係が衣服の上にはっきりと現
れている。仕立商は、これら顧客の多様な要望に従いつつも、流行の変化に対して鋭敏な感覚を持
ち上手に顧客を誘導して利益を上げることが経営的な成功にとって必要であった。そのために、雇
い主に有利な雇用環境を利用し、随時多くの臨時職人を雇うことを通じて、喪装など社会的な衣料
品への需要に柔軟に対応できる体制を整えていたのである。
セイヤー家のもとで紳士服を仕立、購入した顧客はロンドンのみならずスコットランドのエディ
ンバラや植民地バルバドスという遠隔地も含まれている。このような取引は、セイヤー家がロンド
ンを中心とする都市の洗練された文化の発信源としての機能を果たしていたことを示している。地
方の顧客にもロンドンの最新の情報を得たいという願望が、知人や友人を通じてセイヤーヘ発注し
ようという意欲につながっていったことは間違いない。流行の地方への伝播も知人・友人などさま
ざまな人的つながりを介して広がっていたものと思われる。
一方、セイヤーが遠隔地とおこなった取引においても、支払いは信用の授受を通じておこなわれ
ていた。しかし、債権の回収はきわめて困難なものであり、セイヤー家にとって信用による販売は
決して楽なものではなかった。だが、出状記録などの手紙類は、幾重にも重なるセイヤー家と顧
客、また顧客相互間の信用取引関係が存在したことを示している。セイヤー家が顧客とのこうした
信用関係を構築することができた背景には、セイヤー家を中心とする幅広い信頼のネットワークが
存在していた可能性が高い。このネットワークにもとづく関係はセイヤー家と顧客との関係に止ま
らず、顧客同士の間にも存在していた。セイヤー家文書、ことに出状記録のなかには、取引におけ
る信用の授受を支えるものとして、空間的にかなり広い個人間の結びつき、信頼のネットワークを
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うかがわせるものが少なからず存在していたのである。
しかし、信用と信頼のネットワークがどのような構造をもっていたかについては、本稿では十分
に分析することができなかった。こうした論点に関しては、史料のより深い検討も含めて今後の課
題とすることにしたい。
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